
回日本獣医学会 (1994年9月,十和田,百森).
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ll)柳原芳夫 ･大沢秀行 ･約水良子 ･後藤俊二
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グマの生態:予報.日本哨乳頬学会1994年皮
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遺伝子情報分野

竹中 修 ･景山 節 ･中村 伸 ･浅岡一雄

研究栂要

A)DNA多型分析による霊長類の血縁解析

D.R.ザビエルl)･J.ソルテイス2)･

川本咲江3)･竹中 修

二ホンザルからマイクロサテライトと称される

･GT反復配列をクローニングし塩基配列からPC

R法のためのプライマーを10組デザインした｡こ

れを用いてinbreedingが進んでいる若桜群の､94

年生まれの子供の父親を同定した｡またこれらの

プライマーは他のマカタ､ヒヒ等オナガザルに有

効であることが分かった｡大学院生の橋本千絵氏

とは収集したボノボのサトウキビシガミカスから

ミトコンドリアD-Loop領域をPCR増幅により

塩基配列を決定し､ザイール国ワンバEl群の十

数の母系の血縁関係を明らかにした｡

a)霊長類Y染色捷DNAの進化

金 賢妹 -)･竹中 修

高等霊長類特にホミノイドの各種はその緊縛構

造に差異があり､性的二型､追捕能力も様々であ

る｡そこでY染色体DNAに注目し分析を始めて

いる｡まずヒトY染!色体各部の部分構造から合成

されたプライマーを用いたPCR増幅による進化

様相の分析に続き､ZFY/ZFX､TSPY等の遺伝子

構造をPCR法により塩基配列を決定比較した｡

C)アスパラギン酸プロテアーゼの構造 ･機能 丁

進化

景山 節

ニホンザル小腸より､カテプシンEとカテプシ

ンDを和製し､その酵素的性質また生理的役割を

調べた｡カテプシンEはニューロテンシン､ニュー

ロメヂン､ゼノブシン､アンギオテンシン､AC

TH等の前駆体を非常に効率的にプロセスし活性

ペプチドを生じることが明らかになった｡カテプ

シンDにはこの働きが極めて弱く､両酵素が細胞

内で異なる役割を持つことが示唆された｡カテプ

シンEによる前駆体のプロセシングは切断部位直

前の特徴的なアミノ酸配列 ｢Pro-Ⅹ-Ⅹ'-
疎水性アミノ酸｣を認識しており､｢椴にこの配

列をもつ生体内のタンパク質はカテプシンEによっ

て攻撃を受けやすいと考えられる｡

胎児 ･新生児における時期特異的ペプシノゲン

について､ラットを用いて予備的な検索を行ない､

プロキモシンとペプシノケンFの存在を確認した｡

D)霊長類の止血､免疫枚柵

中村 伸

霊長類の重要な生体防御械柵である止血 (凝固

系)ならびに免疫 (IgE産生応答)に関する研究

を､Biomedicalな視点で進めている｡

血液祝園反応系の開始因子 ･粗相因子 (Tissue

Factor､TF)について､今年皮は､脳におけるT

F発現の部位特性､粁粒球におけるTFの発現誘導､

単球でのTFを介した細胞内情報伝達､抗TFモノ

クロ⊥ナル抗体をプローブとしたVII/VHa因子

結合部位の検索､ならびに血中TFを分子マーカー

とした凝血病態解析などについて進めた｡

花粉症などアレルーギー疾患は､特異抗原に対

す るIgE抗体の産生異常に起因するが､この抗原

特異的IgEの産生に対する寄生虫感染の抑制効果

について検討している｡その一環として､子ザル

におけるIgE産生応答の発生時期を明らかにする

と共に､それに対する寄生虫感染の影響を明らか

にした｡また､培養 リンパ球を用いた invitro

でのIgE産生系を確立し､IIJ･Iなどサイ トカイン

の効果を検討した｡

E)原猿における霊長類特異酵素

浅岡一雄

霊長類特異的に系統間で変動する酵素の発現枚

横を解明しても.､る｡原猿 (ギャラゴ､キツネザル)
で尿酸酸化酵素､ビタミンC合成辞索などにマカ

カザルと較べて強い発現が見られ群窯の性状が調

べられた｡原損では薬物や脂肪の代謝に必要なカ

ルニチンの動態に顕著な丑があり興味深い.

ゾウが食べるアフリカのナス科植物2種の成分

分析を進めた｡2種問の採金串の相違とサルが好

まないことを成分の有苛性から説明できた｡

1)文部省国費留学生 2)研究生

3)技術補佐員 4)大学院生
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ニホンザル野外観察施設

大沢秀行 (施設長 ･兼)､･東 滋 ･渡辺邦夫

足沢貞成l)･山口直嗣2)･軍地富士夫2)

本施設の運営は上記3教官のはか､鈴木 晃 ･

山瞳寿一 ･森 明雄によって進められた｡1994年
度の各研究杯の状況は次の通りである｡

1.寺島観察所

幸島の群れは1948年以来の蓄積された資料をも

とに､野外故寮施設の中では独自の位置を占めて

いるJ｡主群のボスになったのが老齢のノソ (26才)

であり､早めの交代が予想されていたのだが､

'94年3月の時点ではなおその地位を保っている｡

しかし第2位のオス､ミミズ(22才)をはじめとし

て数多くの個体(13頭)が年度内に死亡した｡ま

た確認された7頭の出産のうち､生存したのはわ

ずかに2頭である｡昨年の台風によって島内の森

が荒らされ､食物条件が恵かったためと思われる

が､島内の個体数はオス48頭､メス39頭の計87頭

1)教務補佐員 2)技官

まで減少している(内17頭はマキグループ)｡この

2-3年の動きから､ノソの後を継ぐかと思われて

いたヨタカ(13才)が､冬になってマキ′グループに

移籍したため､第4位であったコゲラ(20才)がノ

ソと共に主群では中心的な位置を占めるようになっ

ている｡今年は台風により砂が流されたため､昨

年ほどでななかったが､春から夏にかけて島が地

続きになり､サル番を出す日が多かった｡今年度

は京大大学院の亀井による子ザルの社会化過程の

研究の他､宮崎大学の堀井､山中による内部寄生

虫の研究､バネッサ･へイズのよる頼袋の使用に

関する研究などが行われた｡また2月には霊長研

の庄武､木村をはじめとする10数名の参加の下､

一斉捕獲調査が行われ近親交配の影響などに関す

る総合的研究がはじめられた｡これまでに集積さ

れた幸島のサルの骨格標本が50体近くなり､野生

群で年令の判る資料としては他に無い負蛮なもの

となってきている｡今年度も岡山理科大甲加藤が

歯の攻耗の研究をするなど､模本の使用希望者が

増えてきている｡また昨年に引き続き､理学部附

属瀬戸臨海実験所の久保田信によって､ヒドロ虫

網の系統分類学的研究のための標本採取も行われ

た｡景気の悪化により幸島ビジターセンター建設

の話は先送りされ､当面幸島観察所束の土地は展

望台として整地されることになった｡文化庁の指

導により ｢幸島猿生息地保護対策検討委員会｣が

発足しているが､これまでの経緯を踏まえた上で､

天然記念物としての ｢幸島猿生息地｣の保存管理

計画書を2年ほどかけてよりきちんとしたものに

まとめあげることが決定された｡

2.下北研究林

'94年12月後半から'95年1月前半にかけて佐井

村中北部の一斉調査を行った｡

Z2群は31頭､Y群は29頭でありZl群は今年度も

見つけられなかった.Z2群ば93年度51頭､Y群
は46頭いたので､いずれも大幅な減少であった｡

サブグルービングをしているのかも知れないとい

うことで広く調査してみたがそれらしきものは発

見できなかった｡

また共同利用研究で綿貫 豊 (北大 ･農)･中山

裕理は､ヤマグワの冬芽を除去して､サルによる

食圧にヤマグワがどう反応するかを調べ､森 美

穂は､Ar群を一冬追跡することによって遊動パ

ターンと行動の時間配分に関する研究を行ったo
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